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18)DIAGNOdentＲ による歯根破折の診断に関

する基礎的研究
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【目 的】歯の破折にはさまざまな分類があり,

不完全破折の診査 ・診断が術前では困難なことが

多い。歯根破折の診断ではいろいろな方法が提唱

されてきたが,確 実にしかも簡単に短時間で診査

できる方法は現時点ではまだ存在せず,い ろいろ

と模索 している状況である。DIAGNOdentRは 編

31

蝕の診断に使用するために開発されたが,齲 蝕の

診断以外にも応用で きる可能性がある。本研究の

目的は歯根破折の診断がDIAGNOdentRに よって

どの 程 度 可 能 で あ る か,さ ら に吸収 波 長 が

DIAGNOdentRの 波長に近いメチレンブルーによ

る染色を併用することによって診断がより確実に

なるかについて基礎的研究を行い,臨 床への応用

の可能性を探 ることである。

【材料と方法】歯根部に編蝕や破折が認められな

い単根の ヒト抜去歯で歯根部分のみを試料 として

用いた。DIAGNOdentRに よる試料の測定方法は

ハン ドピースのチ ップを照射面に対 して垂直方向

に約0.5mm接 近 させて瞬間的に左右に約0.5mm

動 か し,先 端 か ら約3mmの 間 を往 復 後,

DIAGNOdentRの 値(以 下D値 と略記〉を記録 した。

95本 の歯根 を用いて メチ レンブルーによる染色

時間や濃度 とD値 との関係,メ チレンブルー濃度

とpHの 関係,歯 根表面 における人工的な溝の幅

や深 さとD値 との関係,人 工的に引き起こした歯

根破折の前後におけるD値,染 色液に含まれ るエ

タノール濃度がD値 に及ぼす影響 を調べた。

【結 果】メチレンブルーによる染色時間とD値

との関係 では2秒 後には急激に増加 し5分 間でほ

とんど平行状態になった。メチレンブルー濃度と

D値 との関係では濃度依存的にD値 は増加 した。

メチレンブルー濃度 とpHの 関係 に関しては,1%

ではpH4.4と 酸性 を示 したが,希 釈を行 っと中性

に近づ き,10-2%で はほぼ中性 を示 した。人工的

な溝の幅が大 きくまた深い ものにおいてD値 が高

くなる傾向が示 された。人工的に引き起 こした歯

根破折前後におけるD値 はメチレンブルーによる

染色の有無に関わ らず有意差が認め られた。メチ

レンブルー染色液 に含 まれ るエタノール濃度がD

値 に及ぼす影響 については,20%と40%の 含有濃

度において,エ タノールを含有 していないメチレ

ンブルー染色液と比較 して有意にD値 が増加 した。

【考 察】DIAGNOdentRを 使用するっえで問題

になるのは再現性である。今回,再 現性 を向上 さ

せるためにDIAGNOdentRが 反応 しない白色の紙

をバ ックグラウン ドに して,し かも距離 を20cm

以上保ちなが ら測定 した。 しかし,臨 床で使用す

る場合にはD値 に影響 を与えるさまざまな要因が
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存在するので,い かに して妨害因子を除去するの

か工夫する必要がある。 さらに染色液の最適濃度

や歯根破折の確定診断をす るためにはD値 がどの

程度なのか検討をしなければならない。 また,臨

床応用する前にはメチレンブルーとエ タノールの

口腔内組織 に及ぼす影響や染色液の特異性 につい

てさらに検討す る必要があると考えられる。本研

究の結果か ら,染 色液としてメチ レンブルーを使

用することでDIAGNOdentRが 歯根破折の診断に

応用できる可能性があることが示唆 された。そし

てメチレンブルー染色液 にエ タノール を20%ま

たは40%含 有 させ ることによってエ タノール を

含有 していない染色液 と比較 してD値 が有意に増

加 したことか ら特異性が高 まることが示唆 された。
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